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科目基礎情報
科目番号 0108 科目区分 専門 / 選択
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 1
開設学科 電気工学科 対象学年 5
開設期 前期 週時間数 1
教科書/教材 「新版高電圧工学」　河野照哉　（朝倉書店）
担当教員 濱田 俊之
到達目標
　この講義では電気エネルギーの輸送時など高電圧の電気エネルギーを取り扱う場合に生じる各種物質の絶縁破壊現象のメカニズムや高電圧技
術の産業応用における電気､材料､熱などとの関係を理解することを目的とする。
①気体の物理的特性を理解し、説明できる。
②気体の絶縁破壊機構を説明できる。
③液体及び固体、複合誘電体の絶縁破壊機構を説明できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
マクスウェルの速度分布や気体の
拡散、両極性拡散について説明で
きる。

荷電粒子の発生原理について説明
できる。

気体分子や荷電粒子との衝突によ
り生じる各種現象について説明で
きない。

評価項目2
定常気体放電であるグロー放電や
アーク放電の構造や特徴を説明で
きる。

火花電圧と圧力・ギャップ長の関
係法則であるパッシェンの法則に
ついて説明できる。

気体放電の原理とその特徴につい
て説明できない。

評価項目3
液体や固体、または複合誘電体下
における高電圧機器の絶縁対策法
を検討できる。

複合誘電体下における絶縁破壊現
象について説明できる。

液体や固体における絶縁破壊理論
を説明できない。

学科の到達目標項目との関係
教育目標 （Ｃ）
教育方法等

概要

　高電圧工学では、高電圧を取り扱う際に生じる物質の絶縁破壊（放電）現象の理解が非常に重要です。放電は、雷な
ど自然界で発生するものや電力機器の運用、送電時にも発生します。また、放電によりプラズマ化した気体は半導体や
環境浄化など幅広い産業で利用されています。この講義では、高電圧事象である放電現象の仕組みや送電機器の原理に
ついて学ぶとともに、高電圧発生原理や絶縁試験方法、そのほか、高電圧に限定せず放電現象を利用した様々な産業応
用技術について幅広く学んでいきます。
※実務との関係
この科目は地方自治体で水力発電に関する送電線や受電設備などの電気工作物の保全・維持管理を担当していた教員が
、その経験を活かし、高電圧状況下での各種物質の挙動や発生しうる事象について講義形式で授業を行うものである。

授業の進め方・方法 　講義を中心に行う。この科目は学修単位科目のため、事前・事後学習としてレポートやオンラインテストを実施しま
す。

注意点
　受講にあたって、予習復習をすること。講義の内容は高電圧工学ではあるが絶縁破壊は電子部品から電機機器、高電
圧設備でも発生します。したがって、気中の絶縁破壊（放電）機構の基本から、電気機器の絶縁技術や高電圧の発生方
法、測定技術などの基本知識を学びます。
　レポートは提出期限をを厳格に守る習慣を付けることで態度・志向性として評価に取り入れます。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 高電圧工学の基礎と気体の性質
高電圧工学は電気理論､電気材料､電子工学､熱力学など
の総合的な学問であることを理解する。気体分子の特
徴を理解し、気体分子の速度分布及び衝突過程につい
て説明できる。

2週 荷電粒子の発生と消滅 気体の中の荷電粒子の発生消滅原理(励起、電離、電子
付着、解離）について説明できる。

3週 気体の放電理論 気体の放電原理を理解し、タウンゼント放電及びスト
リーマ放電について説明できる。

4週 火花放電 火花放電と最小放電電圧、パッシェンの法則について
説明できる。

5週 定常気体放電 グロー放電とアーク放電の発生原理と特性について説
明できる。

6週 液体及び固体の放電理論 液体及び固体の放電発生機構と特性について説明でき
る。

7週 複合体､誘電体の放電理論 複合三重点､誘電体の放電発生の起点となる理由を説明
できる。

8週 授業全体の振り返りと電力に関する技術者倫理
これまで学んだ内容を再度振り返り理解度を確認する
。電力業界に関する事例を取り上げ、技術者としての
倫理について理解する。

2ndQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週



専門的能力 分野別の専
門工学

電気・電子
系分野 電力

電力品質の定義およびその維持に必要な手段について知っている
。 4

電力システムの経済的運用について説明できる。 4
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ レポート 合計
総合評価割合 0 0 0 0 0 100 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 30 30
専門的能力 0 0 0 0 0 70 70
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0


